







その他のタイトル <Notes>A Cult of“Passing Bridge” with
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河，海，渓の紙に餓晦する意味であるという。
　⑦’「機霊」死者の霊魂を招き，慰める儀礼。ま
ず黒袖を着た一人の法師が引魂幡と揺鈴を持ち，
霊壇の前に立ち，その後ろに孝子が脆く。法師は
孝疏を宣読し，三本の香を持ち，神仏に請い，招
霊を行う。次に告霊といって，法師は，男性の場
合は『十大英雄』，女性の場合は『十懐胎経』を，
残された子や孫に親の恩を語り聞かせるように，
哀感を帯びた調子で唱う。唱が終わると，敬茶，
敬酒，敬飯を行い，死者の霊魂をもてなす。
　⑧「点字」位牌の開光儀礼。孝子は死者の長男
を先頭に霊壇の前に一列に並び，脆く。長男は手
を後ろに回一し位牌を背中に背負うように持つ。舅
父は黒い墨をひたした筆で，長男の背中に背負わ
れた位牌に点を打つ。この点字によって位牌に霊
魂が宿ったとされる。
　⑨＜沐浴〉招来した霊を洗い清め，更衣させる
儀礼。霊壇．に向かって右側に沐浴亭を設置する
（写真2）。沐浴亭の両隣に置かれたのは男憧と
写真1
女碑の紙の人形，前面には手ぬぐいと湯を浮かべ
た洗面器を置く。黒抱を着た法師が引魂幡と揺鈴
を持ち，告霊の時と同じように母親の生前の苦労
を唱いあげた後，杯ユ3を投げる。「勝杯」が出れば，
長男の嫁が位牌を持ち，沐浴亭ρ中に入れ糺そ
の時法師は二本の香を両手に持ち，手をくるくる
と交差させるようにして最後に洗面器の湯の中に
落とす。これを三回繰り返すが，三度目は香を十
字に交差させる。この後，長男の嫁が手ぬぐいで
位牌を拭く真似を三回繰り返し，紙衣を地面に広
げて見せ，これを焼く。だいたい夜11時30分頃終
了。
　⑩「傲1鐵」午前零時に打排子を行った後，午前
ユ時20分頃から法師による読経を再開する。紅抱
を着た法師が法壇の前に座り，小鍛と鼓でリズム
を取りながら，男性の場合は『金剛経』，女性の
場合は『血盆真経』を朗謂する。だいたい一時間
程度で終了。
⑪「過橋」奈河七洲宝大橋を渡り，霊魂を西方浄
土に導く儀礼。ここでは引魂官に扮する黒抱の法
師と，土地公や橋守に扮する太鼓担当の楽師との
間で，長い対話が交わされる。この対話の内容が，
福イ老人の冥界観の一端を知る資料となると思われ
るので，次節では，この〈過橋〉の内容を詳しく
紹介したい14。
　　　　　　5．「過橋」の儀礼
　午前3時30分頃から，儀礼空間の設営を始める。
まず法壇と霊壇の間の空問に白布を敷き，その上
に黒胡麻を用いて，「奈河七洲賓橘」という太い
文字を描く。白布の回りには蟻燭を点す。て写真3）
午前4時儀礼開始。
写真2
　引魂官に扮する黒抱の法師が引魂幡を掲げ，大
鍍を打ち鳴らして登場，「阿弥陀佛」と唱えなが
ら三宝と諸佛に拝し，■神主牌を捧げ持つ長男を先
頭に一列に控えた孝子にも三拝させた後，孝疏を
宣読する（写真1）。
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写真3
それから引魂官は孝子を引き連れ，奈河七洲大宝
橋の回りをゆっくりと唱いながら三周する。引魂
官の唱の内容は聞き取れない部分が多いがおおよ
その内容は次の通り。
　時難不是聖賢之徒
　但也不是什公十恵不赦之徒
　拍反的是一位賢妻良母
　含辛茄苦，任労任恕，養大了幾個仔女
　没有功労也有苦労…請求閻君根拠実情
　不要壌女也的霊魂去地獄受苦
　希望能譲地的霊魂早日超昇…
　奈河七洲大宝橋の回りを回ってきた引魂官と孝
子の一行は，法壇の前で止まる。そして土地公に
扮する大鼓担当の楽師と対話を開始する。
引魂官：もしやもしや土地公公。
土地公公：これはこれは，どこから来られた，何
　　用でござるか，何処へ行きなさる？
引：私は東土から参りました引魂官，ここにおりま
　　すX　Xの霊魂を西方へ帰するところ。ここに至
　　りまして，目の前にある三つの大山，名前は何
　　というのか，公公に教えていただきたい。
土：貴殿の前にある三つの山，左手金色のは金山，
　　右手白っぽいのは銀山，真ん中のまばゆいば
　　かりのあのお山，庫銭山ユ5とは正にこの山の
　　ことでござる。
引：庫銭山の名はどのように起こったのでござろ
　　うか？
土：庫銭山とは男の子を生めば孝行して功徳を積
　　み，女の子を生めば嫁に行って庫銭を撰し，
　　こうして庫銭山を築くのでござる。
引：庫銭山の上の四本の道はどこに通じてい右の
　　でござるか？
土：庫銭山の四本の道は，豪華絢燗と天堂に往き，
　　明々白々十王をめぐり，黒々暗々と地獄た向
　　かい，うねうねと血湖に往く。
引：山の下に河が有り，河水が清清と逆流してお
　　りますが，あれは何という河でござるか？
土：逆水河と申す。
引：逆水河の名はどのように起こったのでござろ
　　うか？
土：逆水河は，そもそも漢朝の時，王昭君娘娘ユ6と
　　いう者あり，女干に遭って迫害され，蕃王に嫁
　　ぐことになったが，半路のところで，番王に
　　従うのを本意とせず，自ら河に身を投げたの
　　でござる。天はこれをとがめず，節烈の女とし，
　　その玉体を浮き上がらせ，中国に帰してやっ
　　たのでござる。故に漢王は後々にこの河を逆
　　水河と改名したのでござる。
引：あの，枝はあるが葉の無い樹は何という名で
　　ござろうか？
土：無憂平正樹17と申す。’
引’：無憂平正樹の名はどのように起こったのでご
　　ざろうか？
土：無憂平正樹とは，宋朝は包公18の植えたもの。
　　もし官となり貴を成した者は，死んだ後ここ
　　を通る時は，烏紗帽と…（不明）の上着を掛
　　けて神妙に裁きを待ち，もし商売人であれば，
　　死んだ後ここを通る時は，そろばん，秤，帳
　　簿などを掛けて神妙に裁きを待ち，もし乞食
　　であれば，死んだ後ここを通る時は，破れた
　　廉，破れた莚を掛けて神妙に裁きを待たねば
　　ならぬ。故に無憂平正樹と申す。
引：おお，平正樹とは“拍”平正（神妙にする）
　　ということでござるな。
土：さよう。
引：樹の上に雀がおりますな。子雀が虫をつかま
　　えて母雀に与えておりますな。あれは何とい
　　う雀でござるか？
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土：鴉雀と申す。
引：子雀が虫をつかまえて母雀に与えておるのは
　　なぜでござるか？
土：鴉雀は生まれると母雀が虫をつかまえて子雀
　　に与えてやり，後々に母雀が年老いて食べて
　　いけなくなると，大きくなった子雀が母雀に
　　餌を与えてやるのでござる。しからばこれを
　　母の恩に報いると申す。
引：雀さえも母の恩に報いるのでござるか。
土：さよう。
引：樹の下に子羊がおりますな。二本の前足で脆
　　いて母羊の乳を飲んでおりますな。羊も孝の
　　心がわかるのでござるか。
土：天下の百獣のうち第一の孝は羊でござる。子
　　羊は，生まれると前足で地に脆まづかずして
　　母羊の乳を飲もうとせぬ。古人日く，“羊は
　　脆乳の恩，鴉は反哺の義”と。
引：おお，“羊は脆乳の恩，鴉は反哺の義”でご
　　ざるか。かたじけない土地公公。霊魂よ霊魂，
　　よくわかったぞ。これからゆっくりと西方へ
　　と旅立とうぞ。
引魂官は再び孝子を引き連れ，奈河七洲大宝橋の
回りをゆっくりと唱いながら二周する。周り終わ
ると，今度は橋神に扮する楽師の前にもどり，対
話を再開する。
引：霊魂よ，霊魂…前方にあるのは三つの橋，橋
　　の名前は何というのでござろうか。橋神公公
　　に尋ねてみよう。もしやもしや橋神公公。
橋：これはこれは，どこから来られた，何用でご
　　ざるか，これからどこへ行きなさる？
引：私は東土から参りました引魂官。X　Xの霊魂
　　を西方に帰するところ。前にあります三つの
　　橋。名前は何というのでござろうか，ちょっ
　　と公公にお尋ねしたい。
橋：前方の三つの橋についてお尋ねでござるな。
　　左手の金色のは金橋，右手の白っぽいのは銀
　　橋と申す。真ん中の色鮮やかな欄干の橋が奈
　　河七洲大宝橋でござる。
引：金橋の上の橋守は何者でござるか？
橋：唐明皇19が金橋の橋守でござる。
引
橋
引
橋
引
橋
引
橋
引
橋
引
橋
引
橋
引
銀橋の↓の橋守は何者でござるか？
魏徴丞相20が銀橋の橋守でござる。
奈河七洲大宝橋の橋のたもとにいるご婦人は
何者でござるか？
劉氏孫二娘と申す。
劉氏孫二娘はいったいどうして奈河七洲大宝
橋の橋守をしているのでござるか？
劉氏孫二娘は生きている時は行状よく，斎を
食し，佛を拝し，死んだ後に閻君の取り調べ
を受けたところ，陽間での行いよろしいとの
ことで，こうして奈河七洲大宝橋の橋守を命
じられたのでござる。
金橋の下の，あの裸の，橋の下で魚や海老に
餌をやり，苦刑を受けているあの婦人は何者
でござるか。
あのご婦人は厳氏孫大娘でござる。
厳氏はどうして橋の下で魚に餌をやり，苦刑
を受けなければならないのでござるか。
厳氏孫大娘は悪事を積み重ね，人が窮するの
を笑い，人が富むのを嫌い，人がかせいだ金
で新しい家を建てるのを妬んだだめに，人を
害することはなはだしく，死後閻君の命で橋
の下に突き落とされ，魚に餌をやり苦刑を受
けることとなった次第。
銀橋の下にいる，裸の，大きな鋸で身二つに
切られようとしている，あの男は陽間で何を
やったのでござるか。
あの男は陽間で陰間に悪利を積んだのでござ
る。小斗貸して大斗，一担貸して二担を絞り
取る21，人の利息を食むことはなはだしく，
死後閻君の取り調べを受けて，橋の下に突き
落とされ，大鋸で切り刻まれてから，陽間に
行って罪を償うこととなった次第。
奈河七洲大宝橋の下の，裸で，ぐらぐらの油
鍋にほうりこまれているあのご婦人は陽間で
何をしたのでござるか。
あのご婦人は陽間で媒人（仲人）をしていた
のでござる。
何ですと？
一194一
橋：媒人でござる。
引：おお媒人でござるか。死んでから煮え渡った
　　油鍋で煮られるとはまたいかに？
橋：もともと媒人をするのは良い事。古人も“天
　　頂に雲が無ければ雨は降らず，地下に媒人が
　　無ければ婚成らず”と申す。しかし売名のた
　　めに媒人をやり，人の財産を願し，人の結婚
　　を邪魔建てするのは，人を願すことはなはだ
　　しく，人を害することはなはだしい。これに
　　よって閻君の取り調べるところとなり，橋の
　　下に突き落とされてぐらぐらの油鍋にほうり
　　こまれ，鬼干にさせられるところでござる。
引：ひどいことだ，それは媒人ではなくて，結婚
　　詐欺ではござらぬか。
橋：さよう。
引：公公，奈河七洲大宝橋の橋の上にいるあの二
　　人は何者でござるか？
橋：牛頭馬面橋門大将軍と申す。
引：おお，牛頭馬面橋門大将軍と申されるか。か
　　たじけない公公，霊魂よ霊魂，よくわかった
　　ぞ，これから西方へ旅立とうぞ。
太鼓と大鋸が鳴らされる。
引：三更であるぞ，橋のたもとの門が開くぞ。十
　　殿の閻君が審問に来られるぞ…
引魂官，引魂幡を高く振り，楽師との対話を再開
　　する。
引：もしやもしや橋門将軍。
橋門将軍：これはこれは，どこから来られた，何
　　用でござる，これからどこへ行きなさる？
引：私は東土から参りました引魂官。XXの霊魂
　　を引き連れて西方へ帰する途中，奈河七洲大
　　宝橋を通らなければなりませぬ。ここは橋門
　　将軍にぜひとも無事に渡らせていただきた
　　い。
将：何か証明書はあるか。
引：老君22の文牒がございます。
将：老君の証明した文牒があるのか，わしに見せ
　　よ一よろしい，確かに老君の文牒である。
　　橋門を開けるから，はやく橋を渡られよ。
引魂官の唱
引：白布白金金，、
霊魂超昇好積徳
霊魂過橋見観音
霊魂再生好積徳
霊魂過橋拝観音
霊魂冴霊魂
霊魂冴祢快快過此江
引魂官は遺族を先導し，真ん中の奈河七洲大宝橋
を渡る。その際，コインや10ドル紙幣を落として
いく23。奈河七洲大宝橋を十回渡り，すべての儀
礼は終了する。
　　　　　　　6．小　　結
　フランスの道教学者シッペール氏は，台湾南部
の道教式功徳儀礼の構造について，5世紀の初め
に確立した黄籔斎の儀礼形式を中心的な枠組みと
し，この形式が宋代以降民間に流布していく過程
で，霊魂の救済と清めを目的とした，演劇的，即
興的要素の強い「錬度」の儀礼が付け加えられ，
様々なヴァリエーションを生み出してきたと述べ
ている。「錬度」の部分は，「打城」で始まり，
「損庫」，「十月懐胎」を経て，「煉度」芝居（目
蓮戯）で頂点に達し，「過奈河橋」で終わる24。
すなわち，柾死城や血盆城に閉じ込められた霊魂
を救いだし，沐浴で清めた後，霊魂は再び冥界を
さまよい，最後に奈河橋を渡るという筋書きであ
る。
　仏格を祀る福倦人の功徳儀礼も，道教式儀礼と
さして変わらない構造をもつ。、「打城」は行われ
ないが，「招霊」で霊魂を招き，「幟霊」で「十懐
胎経」を唱い，「沐浴」，「過橋」と続く後半部分が，
シッペール氏の言うところの「錬度」に相当する
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と見ることができる。
　その後半部分で重要な位置を占める「過橋」は，
目蓮という名称こそ使われていないが，引魂官と
土地公，橋神との対話で構成されたその形式から
見て，目蓮戯の一つのバージョンと見てさしつか
えないだろう。潮州人の功徳儀礼における「過橋」
では，福借人の「過橋」と非常によく似た内容の
対話を，目蓮尊者と地獄の官吏の二人で行う。福
倦人集団の引魂官に相当するのが目蓮尊者である。
　福借人集団の「過橋」が本来どれだけの長さの
もので，今回収録することのできた部分が全体の
中でどのような位置を占めているのかについて
は，他に資料がないため憶測の域を出ないが，台
湾の煉度芝居のアウトライン25を見るかぎり，今
回収録できた部分は，目蓮が霊魂を引導して冥界
をめぐり，最後に奈河橋を渡る際に目の当たりに
した，冥界の情景であるといってよいだろう。そ
こに描写されている情景と’は，たとえば，金山銀
山，庫銭山，逆水河といった地獄の名所であり，
また生きている時の行状によって責め苦を受ける
人間たちの姿である。「過橋」ではその情景の描
写を，一人の人物が尋ね，もう一方が答えるとい
う形で進行させていく。
　「過橋」で交わされるやりとりの細部一たと
えば劉氏孫二娘という人名など一がどれほどの
地方性をもつものなのかは，今後，福倦人集団だ
けでなく，台湾で行われている功徳芝居の内容と
比較することが必要となる。また福倦人の功徳の
系統を明らかにするには，言語的，文化的に近い
潮州の功徳儀礼との比較，さらにカナダの人類学
者ディーン氏らによって明らかにされつつある福
建南部沿海地域との比較も当然必要となってくる
が26，これらの問題については，今後の課題とし
たい。
　　　　　　　　　　注
1．ユ992年5月から1993年8月まで，香港中文大
　学に留学中の期間。
2．・ここでいうエスニック・グループとは，漢族
　　という民族範礒の下位にある出身・方言を同
3．
4．
5．
6．
7．
8．
9、
10．
ユ1．
12．
13．
14．
じくする人々の集団をさして用いる。
筆者が出会った「哺撫猪」たちと蹟儀館の職
員からの聞き書きによる。新界農村で，醗な
どの道教儀礼を担当する正一派の道士が，喪
葬儀礼にどれほど関与するのかについては，
確かな情報が得られなかった。
たとえば扶占Lを行う民衆道教教団では，位牌
や骨壼を安置するロッカー式の位牌堂，納骨
堂を設け，功徳儀礼とセットにして，低価格
で提供している所が多い。
田仲一成『中国祭祀演劇研究』東京大学出版
会，ユ981年，698－699頁。
詳細なものとしては，大淵氏による長州島北
帝廟の太平清醗の儀礼の調査報告がある。大
淵忍爾前掲書，786－819頁。儀礼担当は魏氏
広徳祖壇。
海陸豊方言で演唱される戯曲。詳細は，田仲
一成前掲書，697頁。
別の法師の説によれば，左から，観音娘娘，
普賢菩薩，釈迦牟仁，文珠菩薩，三妬娘娘で
あるという。
ユ993年7月ユ6日からユ7日にかけて，鐙石山蹟
義館で行われた水上居民の男性65歳の功徳儀
礼は，次のような順序で行われた。！．発関
2、成服　3．水働『観音宝幟』　4．唱曲　5、
点字　6．機霊『十大英雄』　7．傲機『金剛
経』　8．過橋
楽師が儀礼の合間に奏する音楽で，噴柄，大
鍵，大鉄を打ち鳴らす派手なもの。
紙銭の一種。
福倦人が敬奉する神格で，福借人の建造した
廟にはたいてい，この天地父母が祀られてい
る。
三日月形の一対の小さな板でできており，こ
れを投げて神意を占う。台湾のポエに相当す
る。「勝杯」は床に落ちた一対の板が表裏を
見せること。
筆者は海陸豊方言を解さないため，ユO月8日
の「過橋」儀礼をすべてテープに録音し，後
に海陸豊出身者数人に漢字でのトランスクリ
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　　プションを依頼した。本稿の資料は，このト
　　ランスクリプションに基づいて，できるだけ
　　忠実に訳したものである。
ユ5．庫銭とは天上の庫に収めなければならない亡
　　者の借金。そのため功徳の際，近親者はおび
　　ただしい金紙銀紙の紙銭を舟形に折り，紙の
　　金庫にぎっしりと詰め，これを焼く。庫銭山
　　とはこのような銭カ蒲もってできた山のこと。
16．漢代の女官。旬奴に無理やり嫁がされ，川に
　　身を投げて自殺したと伝えられる。
17．椿樹のこと。広東地方では，椿樹は，その葉
　　を蹄邪に用いたり，枝に紙符を結び付けたり
　　する樹木崇拝の対象である。土地公も樹の下
　　に築かれることが多いよ
18．清廉潔白で知られる宋代の役人。裁判劇に登
　　場し，幽明界を行き来して事件を解決する。
19．．唐玄宗。
20．唐太宗に仕えた名臣。
2！．高い利息を意味する慣用表現。一担＝四斗。
22．太上老君，すなわち老子のこと。
23．落とした紙幣や硬貨は，遺族および参列者が
　　後で持ち帰るが，その日に使った方がいいと
　　されている。奈河七洲大宝橋の文字を描いた
　　胡麻は米櫃め中に入れておくと縁起がよいと
　　いう。
24．　SCHIPPER，Kristofer，　“Mu－Lian　Plays　in
　　Taoist　Liturgical　Context”，David　Johnson　ed．，
　　刑伽α10畑伽　ρρ〃α肋刑切α1：　“〃〃一〃α〃R召｝
　　・閉・舳〃・伽”伽0〃伽θP伽αγ0〃1肋惚，
　　The　Chinese　Popu1ar　Cu1ture　Project，Universi－
　　ty　of　California，　1989．
25．たとえば，SCHIPPER上掲論文の147頁には，
　　シッペール氏が台湾南部で収集した目蓮戯関
　　係のテキストがリストアップされているが，
　　その中の一つ煉度芝居の完全版テキストは次
　　のような内容を含むという。
　　煉度科（ユ960）
　　（1）二人の道教の聖人，正一真人と掌教先生の
　　冥界入りと隔郷亭までの旅
　　（2）問答を伴った「二十四孝」
　　（3）「節義」
　　（4）二人の聖人の隔郷亭から奈河橋を渡るまで
　　の旅
　　付録即興的に挿入される短い目蓮戯「搬蚤科」
26．たとえば，DEAN，Keneth，“Funera1sinFujian，”
　　oα〃鮒d’〃伽θ一州召　4．1988を参照せよ。
諏訪春雄著
『目中比較芸能史』
　近年の中国民俗学の大きな研究分野の一つは
灘文化，悪鬼払いの仮面儀礼の総合的研究であ
る。国際シンポジウムもすでに8回開かれ，関
係著作は数十冊にのぼる。このような動向の中，
中国に憐戯を実地に尋ね，そこに日本の民間神
楽や能・狂言・歌舞伎の源流を見出だし，定説
化されている折口，柳田などの芸能史研究に新
たな検討と批判を加えたものが本書である。内
容は日中比較芸能史から見えてくるものを序と
し，「季節に来訪する神一まれびと論・異人論
批判一」，「蓑笠と杖の民俗一日中の田遊び一」，
「翁と三番嬰一芸能における来訪神の系譜一」，
「六方・反閏・萬歩一顕現した神の足取り一」，
「日中韓の仮面劇」，「日本の神楽と中国の民問
祭杷」，「中世神楽の形成」，「地獄住来から地獄
破りへ一打城戯・通関・目連戯一」，「本地物と
人神一中国三層宇宙観と日本の中世的世界像
一」，「日本祭杷の構造一道教・別祭・花祭り一」，
「三信遠花祭りの基本構造」，「芸能の故郷一日
中懸霊信仰の比較一」，「日中舞台の類同性」，
「定式幕の誕生一五方五色観念の変遷一」の14
章で自説が展開される。刺激に満ちた書である。
　　　　　　　　　　　　　　　（佐野賢治）
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